
１７	 保育施設に関連する COVID-19感染爆発の伝播様式 
 
	 2020年 4月から 7月に米国ユタ州ソルトレーク市で発生した保育施設に関連
する小児の COVID-19爆発的感染拡大（14日以内に同一施設でスタッフないし
は利用者の中で 2名以上の感染が確認された場合）について、CDCの Tranら
のチーム 1)は、接触追跡を通して罹患率と伝播様式について解析した（図１）。 
	 184名の追跡者のうち 110例(60%)が小児(18歳未満、年齢の中央値 7歳、幅
0.2-16歳)であり、3ヶ所の保育施設(A,B,C)でクラスターが発生した。これらの
うち、31例が COVID-19と確定診断され、13例(42%)が小児であった。保育施
設関連の小児の感染者 12 例の症状は軽症(9 例)ないしは無症状(3 例)であった。
これらの小児からの感染 83例のうち、46例(55%)が施設以外での接触によるも
のであり、１名の親が入院治療を要した。3名のうち 2名の無症状の小児からの
二次感染が確認された。小児は、保育施設から家での感染に関与することが明

らかになった。 
	 SARS-CoV-2の検査と、時期を逸しない結果の確認、濃厚接触者（COVID-19
感染者との距離が 6 feet以内の接触を少なくとも 15分、感染者の発症 2日以内）
の検査により、症状の有無にかかわらず感染の伝播が予防できる。CDCは、マ
スクの着用（とくにスタッフ、小児がマスクをつけられない時）と手指衛生、

体調不良時には家に滞在することを SARS-CoV-2感染伝播の予防策として指導
している。 
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図１	 保育施設での COVID-19感染爆発における伝播形式と罹患率 
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